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研究成果の概要（和文）： 
 この度の我々の研究は、腎機能と虚血性心疾患患者のプラーク組成に関してintegrated-backscatter i

ntravascular ultrasound (IB-IVUS)という、冠動脈内視鏡や剖検の所見と極めて相関が高いデバイスを用

いて冠動脈プラークの性状を評価することである。結果、糸球体ろ過量とlipid volumeは負の相関(r = -

0.68, p <0.001)、そしてfibrous volumeとは正の相関(r = 0.69, p <0.001)を示した。一般的にlipidが

多くfibrousが少ない冠動脈プラークは急性冠症候群を発症させやすい不安定プラークと関連することが

知られており、腎障害患者における心血管イベントの増加を説明する一つの可能性を示したものと考えら

れる。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 
The present study was conducted to identify any relationship between estimated 
glomerular filtration rate (eGFR) and coronary plaque characteristics using integrated 
backscatter intravascular ultrasound (IB-IVUS) which can detect coronary plaque 
composition. eGFR significantly correlated with both parameters (r = -0.68, p <0.001 
and r = 0.69, p <0.001, respectively). In conclusion, lower eGFR levels are associated 
with higher lipid and lower fibrous contents, contributing to coronary plaque 
vulnerability. 
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１．研究開始当初の背景 

 現在、日本人の死因約 25％は、急性心筋

梗塞をはじめとする虚血性心疾患、脳梗塞を

はじめとする脳卒中であり、これらの原因の

多くは、動脈硬化である。最近、それら心血

管疾患の重要な危険因子として、腎機能低下

が重要であることが広く知られるようにな

った。これらの点もふまえ、慢性腎疾患

(chronic kidney disease: CKD)の概念が浸

透してきた。多くの研究により、比較的軽度

の腎障害でも、心血管合併症などが多くなる

ことが報告されている。よって、早期のスク

リーニングによる異常発見、またリスク分類

をしていくことにより、予後の改善などに貢

献できるものと考えられる。以前より、我々

のグループでは、冠動脈疾患と腎機能、また

メタボリック症候群の関連には強い関心を

もち、冠動脈プラークを血管内超音波

(intravascular ultrasound: IVUS)を用いて、

動脈硬化の進展に関する研究と臨床活動を

中 心 に 行 っ て き た 。 特 に integrated 

backscatter IVUS(IB-IVUS)を使用する研究

においては、2007 年以降 6本の研究成果を論

文に公表している。IB-IVUS は、後方散乱し

てくる超音波を一定時間、経時的に積分して

エネルギーを測定し、反射強度を解析するこ

とにより、解像度が極めて高いことが特徴で、

プラークの性状を色づけ(具体的には、繊維

成分は黄緑色、脂質成分は青色、石灰化成分

は赤色など)して観察することができる。ま

た、これは histology とも極めて相関性が高

いことも分かっている。よって、これまでの

通常 IVUS では評価し得なかった血管の性状

を描出、把握できるようになり、より詳細な

血管効果組織性状の診断や、検査結果の定量

化、さらにプラークの破綻をきたし、急性冠

症候群を発症しやすいとされる不安定プラ

ーク等の検出できる可能性があると期待さ

れている。 

 先に述べた腎障害患者において、冠動脈プ

ラークの評価は、治療や予後を判断する上で

大変重要になってくると考えられる。 

 

２．研究の目的 

 腎障害患者において、動脈硬化の成因や進

展に関して知見、生化学的マーカーによるリ

スク層別化などの知見を得ること。 

 

３．研究の方法 

 冠動脈インターベンション(percutaneous 

coronary intervention: PCI)を行う患者に

対し、PCI の治療時に、左主幹部または右冠

動脈近位部の IVUS を同時に施行、それらの

部位で、腎機能や、CRP をはじめとする生化

学的マーカーなどと、プラークの性状と関連

がないかを評価する。この際に、内服薬や生

活習慣等も検討項目とし、PCI 後の予後改善

に適した薬理学的インターベンションの有

用性や、食生活の改善によるプラークの安定

化に関する探求も同時に行った。 

 IB-IVUS は、冠動脈形成術を行う患者で、

有意狭窄ではない軽度から中等度の病変を

対象とし、Conventional IVUS によるプラー

ク量、IB-IVUS によるプラークの組成を評価

した。また、冠動脈形成術後の心筋障害マー

カーであるトロポニン T を 18 時間後に採取

し、冠動脈形成術に際して微小心筋障害と腎

機能が関連するかどうかを調べた。 

 

４．研究成果 

 201 名に対して IB-IVUS により、軽度－中

等度狭窄の冠動脈病変を調べた。その結果、

腎機能の指標である糸球体ろ過量と、冠動脈

プラークの性状が極めて高い相関があるこ

とがわかった。具体的には、冠動脈の中等度

プラークにおいて、糸球体ろ過量と lipid 



volume は 負 の 相 関 (r = -0.68, p 

<0.001)(Figure1)、 

 

 

 

そして fibrous volume とは正の相関(r = 

0.69, p <0.001) (Figure 2) 

 

 

 

を示した。一般的に lipid が多く fibrous が

少ない冠動脈プラークは急性冠症候群を発

症させやすい不安定プラークと関連するこ

とが知られており、腎障害患者における心血

管イベントの増加を説明する一つの可能性

を示したものと考えられる。 

 また、安定狭心症患者に対する冠動脈形成

術後の心筋障害マーカーであるトロポニン T

を採取し、微小心筋障害が生じているかどう

かを調べた。すると、非 CKD 患者では微小心

筋障害発生率はわずか 4.3%であったのに対

して、CKD 患者では陽性率が 20.9%と有意に

高値であり(P < 0.0001)、CKD 患者では安定

狭心症に対する PCIの際にも注意が必要であ

ることを示した。更に検討をすすめ、微小心 

筋障害が生じる糸球体ろ過量のカットオフ

値を receiver-operating curve で求めたと

ころ area under the curve = 0.803 の高値

で、62.1 mL/min/1.73m2 という結果で CKD 

stage 分類 2 と 3 のカットオフ値 60 

mL/min/1.73m2に大変近い値であった。 
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